
 
 

第 2 回 近畿本部 修習技術者等支援 

『技術士を目指そう！セミナー』 
 

第 2 回近畿本部修習技術者等支援セミナーを下記のとおり開催いたします。 

当セミナーは、技術士補、技術士第一次試験合格者、JABEE 課程修了者、一般技術者、大学生などこれか

ら技術士を目指される方、または企業経営者を対象としています。技術士を知っていただき、「優れた技術者

である技術士」を目指すための支援セミナーです（詳細は別紙参照）。 

みなさまのご参加を、心よりお待ちいたしております。 

 

記 

 

主  催 ： 公益社団法人日本技術士会 近畿本部修習技術者支援委員会 

日  時 ： 平成 30 年 5 月 12 日(土)13:00～17:00（17:30～19:30 懇親会） 

場  所 ： 公益社団法人日本技術士会近畿本部 会議室 

       〒550-0004 大阪府大阪市西区靱本町 1-9-15 近畿富山会館ビル 2 階 

募集人数 ： 定員 30 名【先着順】 

講  師 ： 近畿本部修習技術者支援委員会委員 他 

参 加 費 ： 資料代として、会員 1,000 円（非会員 1,500 円），懇親会費別途 3,000 円 

申込期限 ： 平成 30 年 5 月 8 日(火)  

懇親会場 ： 近畿本部近くの「サル食堂」にて 

 

 

第 2 回 近畿本部修習技術者等支援セミナー『技術士を目指そう！』参加申込書 

平成  年  月  日 
 

ご氏名  

ご所属  

ご連絡先 TEL  

E-Mail  

□  技術士補 （部門：              ／ 会員 ・ 非会員 ） 

□  修習技術者（専門：              ／ 会員 ・ 非会員 ） 

□  企業経営者（貴社名：                        ） 

□  その他  （資格名：                  ・ 学生  ） 

技術士第二次試験 

受験予定科目 

 

 

【懇 親 会】 ： 参 加 ・ 不 参 加 

 

【申込先】公益社団法人日本技術士会近畿本部 修習技術者支援委員会 

  FAX：06-6444-3740   E-Mail：pe@ipej-knk.jp  

※ Email の方は、セミナー名、上記内容を記載して送付してください。 



 
 

第 2 回近畿本部 修習技術者等支援 

『技術士を目指そう！セミナー』  
 

主催 ： 公益社団法人日本技術士会 近畿本部修習技術者支援委員会 

日時 ： 平成 30 年 5 月 12 日(土)13:00～17:00（17:30～19:30 懇親会） 

場所 ： 公益社団法人日本技術士会近畿本部 会議室 

 

1. 対象 

・技術士補、第一次試験合格者、JABEE 課程修了者 

・技術士を目指される方、一般技術者 

・技術士制度にご興味ある方 

・企業経営者、企業・大学技術士会の会員の方も歓迎いたします。 

 

2. タイムスケジュール     

（1）ガイダンスの目的と趣旨         河野委員長        13:00～13:10 

（2）『受験に関する注意事項』         横山委員          13:10～14:00 

    質疑応答                          14:00～14:20 

(3) 休憩（名刺交換）                                               14:20～14：35 

（4）技術士による事例講演『失敗に学ぶ』    鍵谷委員         14:35～15:35 

（5）技術士との個別相談会＆委員の失敗談話 

※ 個別相談終了者は委員の失敗談をお聞き下さい。           15:35～16:55 

（6）閉会挨拶                天野副委員長       16:55～17:00 

 

   懇親会 サル食堂にて参加費 3,000 円で本音トークをしましょう！  17:30～19:30 

 

3. 講師陣 近畿本部修習技術者支援委員 

河野 技術士（建設部門：鋼構造及びコンクリート）委員長 

天野 技術士（上下水道部門：下水道）副委員長 

杉本 技術士（建設部門、総合技術監理部門：都市及び地方計画）事務局長 

鍵谷 技術士（衛生工学部門：廃棄物処理、建設部門：建設環境、環境部門：環境保全計画）委員 

中川 技術士（建設部門：鉄道）委員 

中島 技術士（機械部門：流体機械）委員 

間島 技術士（経営工学部門：包装及び物流）委員 

横山 技術士（機械部門：加工・ファクトリーオートメーション及び産業機械）委員 

※ その他数名、多部門の技術士が参加の予定です。 

 

以上 


